
設立趣意書

●日比谷メインテナンス発足
　社内の工事部保守部門が分離独立し、（株）日比
谷メインテナンスを設立。当社で施工した設備の保
守サービスを一手に引き受け、2台のサービスカーが
関東一円エリアの通研、病院等を巡回。空調機器
の24時間保守、APEの小工事等、営業範囲も広げ、
積極的なメンテナンス活動を展開した。

●研究開発室を開設
　室長に唐沢大介氏を迎え、社長直属の組織とし
て開設。日本電信電話公社のデータ通信技術にい
ち早く対応した空調技術等をはじめとする研究に着
手した。

●「ひびや会」誕生
　当社の協力企業により設立。東京・椿山荘におけ
る設立総会には、当社からも社長以下関係幹部が
数多く出席した。

第1期　昭和41年3月3日～昭和41年3月末日

第4期　昭和43年4月～昭和44年3月

●3社が合併し、第10森ビルに移転
　7月に日比谷総合設備（株）、大恵工事（株）、東
京設備（株）の3社が合併。その後第10森ビルに移
転した。

●創立1周年
　会社設立1周年を記念し、全社員を対象に「会社マー
ク・コンクール」を開催。230点に及ぶ応募作品の中
から現在の社章が選ばれた。

●民間工事（APE）施工専門グループ創設

第2期　昭和41年4月～昭和42年3月

第5期　昭和44年4月～昭和45年3月

●完成工事30億円を目指して
　工事施工能力の増大強化と工事品質の確保を
目的とした組織改正を実施。「50億円受注30億円
完工」の大目標を掲げ、全社をあげての大キャンペー
ンが展開された。

第3期　昭和42年4月～昭和43年3月

▲準備室が開設された第2丸の内電話局ビル

▲日比谷総合設備がスタートした第5森ビル

移転先の第10森ビル

施工中の近畿電気通信局（近畿電電ビル）▲

▲日比谷メインテナンスの巡回サービスカー

▲研究開発室の唐沢室長

▲第１回伊豆社員旅行

▲東京料金局新築工事現場スタッフ

昭和41年2月4日 全日空機 羽田沖に墜落
（133人全員死亡）

昭和41年3月31日 法務省の住民登録集計で総
人口1億人を突破

昭和41年4月1日 土地・建物にメートル法実施
昭和41年5月16日 中国で文化大革命始まる
昭和41年6月29日 ビートルズ来日
昭和42年2月11日 初の「建国記念の日」
昭和42年4月5日 イタイイタイ病は三井金属神岡鉱業所

の排水が原因と発表
昭和42年9月1日 四日市ぜんそく患者 慰謝料請求訴訟
昭和42年11月20日 沖縄即時無条件返還要求県民大会

に10万人参加
昭和42年12月9日 都電9路線廃止
昭和43年2月20日 金嬉老事件
昭和43年4月4日 米・キング牧師暗殺
昭和43年4月12日 霞ヶ関ビル完成（初の超高層ビル）
昭和43年5月16日 十勝沖地震（死者・行方不明者52人

家屋全半壊3,677戸）
昭和43年6月26日 小笠原諸島 日本に返還
昭和43年8月8日 札幌医大で日本初の心臓移植手術
昭和43年10月12日 第19回オリンピック大会（メキシコ）開催
昭和43年10月17日 川端康成 ノーベル文学賞受賞
昭和43年12月10日３億円事件発生

（昭和50年12月10日時効成立）
昭和44年1月18日 東大・安田講堂に立てこもっていた学

生らを機動隊が排除（安田講堂事件）

昭和44年5月26日 東名高速道路 全線開通
昭和44年7月20日 米・アポロ11号 月面着陸に成功

（アームストロング・オルドリン はじめて
月面に立つ）

昭和44年10月10日 巨人軍・金田正一 400勝達成
昭和45年3月14日　日本万国博覧会 大阪・千里で開催
昭和45年3月31日　よど号ハイジャック事件

「黒い霧」「びっくりしたなー、もう」「いいじゃなーい」
「ケロヨーン」「遺憾に存じます」
「新三種の神器（カラーテレビ・クーラー・自動車）」　
（昭和41年）

「対話」「フーテン族」「アングラ族」「原宿族」「ボイン」
「ハプニング」　（昭和42年）

「昭和元禄」「ハレンチ」「ズッコケ」「サイケデリック」
「大衆団交」「とめてくれるなおっかさん」「ゲバ棒」
「ノンポリ、ノンセクト」「タレント候補」　（昭和43年）

「はっぱふみふみ」「あっと驚くタメゴロー」「ニャロメ」
「造反有理」「やったぜ、ベイビー」「オー、モーレツ！」　
（昭和44年）

流行語世の中の流れ

●手持工事高が40億円に到達
　昭和４４年9月末時点で新規の受注が30億円を突
破。前年度から持ち越してきた未完成工事も合わせ
ると40億円の手持工事高となり“業界随一”と言わ
れるまでに成長した。しかし、同時にこの膨大な工事
量をいかに施工してゆくかという新たな問題にも直
面することとなる。

●『工事手帖』発行
　工事部が中心となり、現場の設営から撤収まで代
人の実施すべき事項をすべて網羅した『工事手帖』
を編集・作成。1冊あれば、現場管理のイロハ、工事
完了までのプロセスがひと目でわかる内容で、まさに“技
術屋のバイブル”となった。また、これと相前後し、設
計積算の図面や実例を標準化した『積算基準』も
編集された。

●近畿電気通信局（APE）設備工事

　めざましいわが国の経済発展と国民生活水準の向上によって建築需要は年々増大

しつつあり、これに伴ない空気調整、電気、衛生その他各種設備の工事量も飛躍的に

増加しております。しかも建物の質の向上は、必然的に建築総工事費中に占めるそれら

設備工事費の比率を高めつつあり、将来にわたってこの傾向は顕著になるものと予想

されております。このことはまた、高度の設備技術が要求されることを意味し、殊にわが国

では未だ経験に乏しい超高層建築の出現もあって、今後空気調整、電気、衛生その

他各種設備の卓抜した技術力と、それら相互間の有機的連繋なくしては満足な成果は

得られない状況に立ち至りつつあります。すなわち、それら各分野にわたって優秀な技

術力を擁する総合設備請負業の出現が望まれる所以であります。

　一方、日本電信電話公社においては、電信電話施設を整備拡充し、国民の要望す

る電信電話サービスを確保するため、昭和38年度に始まる第三次五ヵ年計画遂行に

必要な電話局等一千数百局、その建設費三千億円をこえる局舎建設工事が実現され

ておりますが、その第三次五ヵ年計画が最近拡大修正されたことによってもうかがわれる

ごとく、電話サービスに対する国民の要望はますます熾烈の度を増しており、将来にわ

たって局舎建設工事量はいよいよ増加することが予想されます。このため、設備を含め

た公社の監督業務が繁忙を極めることは必至であり、最小限の監督で、しかも最高の

局舎性能を維持していくためには、公社の設計、仕様に精通し、かつ良心的、自発的

に公社に協力する請負業者の出現が望まれるところであります。

　以上の趣旨から、ここに公社関係の空気調整、電気、衛生その他各種設備に多年

習熟した相当の人的能力を有する実行機関を創設し、電気通信事業関連の有志各社

との提携を得て、わが国の技術革新に即応しつつ、日本電信電話公社の事業計画遂

行に全面的に協力せんとするものであります。　　　　　　　　　　　　

▲

●会社創立
　昭和41年2月1日より大恵工事（株）の現場事務
所であった旧第2丸の内電話局地下1階に「日比谷
総合設備（株）準備室」を開設。昭和41年3月3日か
らは第5森ビルに移転し日比谷総合設備（株）、大恵
工事（株）、東京設備（株）の3社が同居した。

●第2丸の内電話局空調設備工事を受注
　（創立後第１号物件）

設立趣意書の内容

日比谷40年アルバ ム

14 15

日比谷社史

1966.3～1970.3


